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は じ め に

測定は、成果や諸現象を客観化し数値化して把握する有効な方法である。自

然科学分野では、測定そのものが研究対象になることもあるし、心理学や教育

学などの人文科学においても、成果や現象の把握のために種々の測定が行われ

ている。客観的な指標によってエビデンスを積み重ね、それを評価していくこ

とで、より有効な教育方法を選択することが可能になり、また一方で無益であっ

たり返って有害であったりする実践から回避させてくれるメリットもある。

教育評価は、学習者に「自らの成長を実感し意欲の向上につなげていくもの

であり｣ 1 )、同時に教育者に「指導の目標や計画、指導方法の改善・充実に取

り組むための資料｣ 2 )にもなるものである。教育活動全体を通じて行う道徳教

育の評価は、子供の「自己のよりよい生き方を求めていく努力を評価し、それ

を勇気付ける働きをもつようにすることが求められ｣ 3 )ている。また、道徳科

の指導でも、子供が「自らの成長を実感し、更に意欲的に取り組もうとするきっ

かけとなるような評価を目指すことが求められ｣ 4 )ている。道徳性は、「養われ

たか否かは、容易に判断できるものではない」から、子供に対して「数値など

によって不用意に評価してはならないこと」はもちろんのことである。した

がって、子供の「評価に当たっては、個人内の成長の過程を重視すべきであ｣ 5 )

り、子供が「いかに成長したかを積極的に受け止めて認め、励ます観点から行

うもので｣ 6 )よいだろう。

しかし、教育者にとっての評価は、客観的な測定に基づいて行い、指導の改
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善につなげていく必要があると考えられる。『学習指導要領解説』では、道徳

科の授業評価は「評価の観点」により「生徒の学習状況を把握して評価するこ

とを通して、改めて学習指導過程や指導方法について検討し、今後の指導に生

かすこと｣ 7 )が記されているが、教師の個人的な観察に基づく評価だけではど

うしても主観的にならざるを得ない。もちろん教師の経験的主観も見るべきも

のはあるだろうが、やはり評価には客観的な測定がなければならない。測定を

欠いた評価は、意味がないし危険でさえもある。厳正な評価をしていくために

は、信頼性・妥当性のある尺度による測定とそれに基づく考察が必要である。

そして、そうした測定と評価によって初めて道徳教育の達成度や実効性が明確

になり、適切で有効な教育方略を特定していくことも可能になっていくのである。

後述するように米国においては、客観的な測定により有効な Character

Education(以下 CE)プログラムと教育方略が近年特定されるようになってき

た。また、我が国においても地域によって CE が実施され、その測定評価の研

究が行われている 8 )。このような測定評価による研究により明らかになった教

育方略は、今後我が国の道徳教育の実効性を高めていくうえで有益な指導内容

や方法をもたらしてくれるのではないだろうか。そこで、本稿では米国の CE

の教育効果測定の研究をレビューし、なぜそれが効果をあげているのか、その

根拠になる心理学的な背景や脳神経学的なメカニズムを明らかにして、その教

育方略の有効性を検証していきたいと思う。

1．米国CEプログラムのエビデンス産出から導き出された効果的
教育方略

米国では近年、CE 教育プログラムの評価や効果測定が盛んに行われている。

それは2002年に施行された『落ちこぼれ防止法(No Child Left Behind Act)』にあ

る「人格教育における連携プロジェクト(Partnership in Character Education

Project: 以下 PCEP)」において、CE の研究調査や評価活動に対して財政支援

事業が規定されている影響が大きい。PCEP は競争的資金であるので、受給団

体を選考するための審査が PCEP を管轄する「安全ないし麻薬のない学校局
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(Office of Safe and Drug-Free Schools: 以下 OSDFS)」によって行われている。「競

争上選好される優先権(Competitive Preference Priority)」としては「科学的に基

礎づけられた研究(Scientifically based research)」が求められ、介入群と対照群

を設定するランダム化比較試験(Randomized Controlled Trial)やそれに準じた疑

似実験計画法(Quasi-Experimental Design)が用いられている場合に優先権が与え

られている。そして、「科学的に基礎づけられた研究」を促進するために、2007

年に OSDFS が『根拠に基づく人格教育に向けた周到な準備(Mobilizing for

Evidence-Based Character Education)』という評価ガイドラインを公開した。ガ

イドでは、科学的方法で評価を行い、根拠に基づいた CE プログラムが展開で

きるように評価の専門技術的な説明がなされている。こうした CE プログラム

に対する競争的補助金プログラム政策が講じられている一方で、連邦政府は全

米各地で実施されている CE プログラムの改善のために、その研究開発、技術

支援や評価の活動などに対して、PCEP のための予算の 5 ％以内で財政支援を

も行っている 9 )。

このように連邦政府は CE 教育プログラムに対する評価を非常に重視してい

るが、教育省(U.S.Department of Education)下の教育科学研究所(Institute of

Education Sciences)においても、エビデンス産出機関である WWC 情報センター

(What Works Clearinghouse)を2002年に創設している。ここでは、科学的エビデ

ンスとして信頼性の高い情報源を提供するために、様々な分野における教育実

践・研究をレビューしているが、CE についても科学的な効果測定が行われ、

2007年に報告書が作成されている。同報告書では13の CE プログラムが分析対

象とされ、「行動(Behavior)｣ 10)、「知識・態度・価値(Knowledge, Attitudes, Values)｣ 11)、

「学業成績(Academic achievement)｣ 12)の 3 項目にわたり効果の度合いが検証さ

れている。13のプログラムの一次研究ではその効果性が報告されていたが、

WWC によるエビデンス産出(ランダム化比較試験)の結果、3 項目の基準を満た

したプログラムは、それぞれ 1 つずつであった。効果的なプログラムには、次

のような教育方略があげられていた13)。
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・〔行動〕クラスディスカッション、ロールプレイング、家庭・地域との連携、

紛争解決

・〔知識・態度・価値〕目標設定、向社会的スキル、対人スキル、ロールプ

レイング、協同学習、家庭・地域との連携

・〔学業成績〕クラスディスカッション、ロールプレイング、家庭・地域と

の連携、紛争解決

なお、WWC は2007年以降 CE プログラムのレビューを中止しているが、

Berkowitz,M.W.らも2005年14)に、効果的とされた多くのプログラムのメタ分析

を行い、その後もレビューを追加して15)効果的な教育内容・教育方略を同定し

てきている。そして、人格教育の最も一般的に報告されている影響として、社

会道徳的認知、向社会的行動及び態度、問題解決能力、薬物使用の減少、暴力・

攻撃性の減少、学校行動、リスクに関する知識及び態度、情動能力、学業成績、

学校への愛着、一般的な不品行の減少が示された16)。

Berkowitz らは、最新のレビューで次の①～⑧の情報源を基に編集と分析を

行っている17)。

①「What Works in Character Education (Berkowitz & Bier, 2005, 2007)｣ 18)。こ

れは、Berkowitz らが15年以上効果的な CE 研究を収集し、33の有効なプ

ログラムの証拠を見つけたもの。

② CASEL(The Collaborative for Academic, Social, and Emotional Learning)19)が

行ったレビュー(Safe and Sound review, 2005)20)により特定されたプログラム

など。

③ Character.org が(Beland, 2003)21)の広範なレビューに基づいて作成した効

果的な CE の11原則(Principles)。

④ Lovat, T.(2009)22)らがオーストラリアの学校の効果的な教育実践を調査し

て作成したリスト。

⑤ Leming, J. S. (1997)23)の研究により見出された効果的なプログラム。

⑥効果的な教育実践を行った高校の調査から、Lickona,T.(2008, 2005)24)らが
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導き出した原理。

⑦教育省が行った「やり抜く力（grit)」、「粘り強さ（tenacity)」、「忍耐力

(perseverance)」に関する研究のレビュー。

⑧国立学校風土センター(The National School Climate Center)がまとめた 4 つ

の主要方略(strategies)の基本モデル。

こうして、特に社会性と感情の学習やポジティブ心理学における関連研究に

ついて新たに確認されたレビューを含めることにより、その範囲を拡大させて

人格と社会性と感情能力の発達を促進するのに効果的な実践方略をまとめたの

が、次の 6 つの原則(principles)とそのサブカテゴリーである25)。

原則 1 ．学校での CE を真に優先すること

(1) 核心的価値など共通の目標や言葉を持つこと

(2) 教員研修のための資源整備

教員の専門能力開発、教員間の学習コミュニティの育成

(3) 正義を求めるような学校風土

学校文化・風土の評価、安全な環境の構築、学校全体の文化・CE に

焦点を当てること、教師への信頼、思いやりのある学校・教室の奨励

(4) CE の存在感と優先順位を高めるための校内体制

CE への包括的なアプローチ、明確なルールを持つこと、人格に関す

る評価や行動についてのフィードバック、学校掲示・褒賞による可視化

(5) 教員のリーダーシップ

校長や教員の率先垂範

原則 2 ．すべての学校関係者間の人間関係の促進

(1) 学校内

健全な人間関係の促進、ピア・インタラクティブな教育方略(協同学習、

クラスミーティング、ピア・チュータリング、モラル・ディレンマ授業など)

の重視、ピア紛争解決プログラムの利用、教師の生徒に対する態度、

人間関係能力(社会性と感情能力)の育成

― 636 ―
（141）

米国 Character Education の教育的効果に関する研究（渡邊）



(2) 学外

家庭・地域との連携

原則 3 ．内発的動機をもたらす人格の強み・価値観・美徳の内面化の促進

(1) 子供の行動管理

発達上の規律の実践(行動に対する責任感と問題行動の修復)、共感を育

むための誘導、能力ではなく努力を賞賛すること、道徳と人格につい

ての反省の促進

(2) 個人の成長の促進

やりがいのある有意義な学習カリキュラム、努力をやり直す機会を学

習や行動面で提供すること、目標の設定やその支援、理想的な自己を

育むための計画を立てること

(3) 他者への奉仕

道徳的行動の機会を提供すること、コミュニティサービス・サービス

ラーニング

原則 4 ．人格と社会的感情的能力のモデリング

ロールモデリング、メンタリング、ロールモデル(偉人、地域社会の人々)

の学習

原則 5 ．エンパワーメント(子供が学習、学級、学校に影響を与えること)の促進

エンパワーメントとコラボレーション、シェアド・リーダーシップ(メ

ンバー全員がリーダーシップを発揮すること)、民主的な学級運営、子供

に対して公正かつ敬意を払うこと

原則 6 ．発達教育学を用いること

(1) 人格を教える

直接的に的を絞り人格について教える、社会性と感情の学習、ロール

プレイングを通じて練習・習得すること

(2) 子供の成長・発達への期待

高い期待を設定すること、望ましい未来と現在の現実を精神的に対比

させること
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(3) 練習

ロールプレイングなどを使用し、望ましいコンピテンシーと強みを実

践すること

以上のように Berkowitz らが特定した効果的な 6 つの原則によって、より

合理的で実効性の高い教育方略がおおよそ判明 26)してきたということが言える

だろう。CE は確かに子供の学業成績や行動結果に明確な関係があることを、

Jeynes,W.H.も十分な程度の定量的データを持つ52件の研究を含む広範なメタ

分析によって明らかにしている27)。

効果的な教育方略(原則)は、Berkowitz らが示したように単一のものではな

く包括的であり、それらが総合的に関連し合いながら学業や行動に影響してい

ると考えられるが、そのメカニズムはいまだ解明されていない。そこで、本稿

では、Berkowitz らが示した教育方略に基づいてどのようなメカニズムが作動

して子供の学業成績や行動結果に効果を及ぼしているのか、心理学的な背景と

脳神経学的知見を手掛かりに考察し、そのメカニズムの一端を明らかにしてい

きたいと思う。

2．効果的な教育方略の心理学的背景と脳神経学的メカニズムの解明

本章では、Berkowitz らが先に示した「2.1 学校での CE を真に優先するこ

と」から「2.6 発達教育学を用いること」について、その心理学的背景と脳神

経学的メカニズムについて、文献レビューをもとに解明していくことにする。

2.1 学校でのCEを真に優先すること

2.1.1 核心的価値など共通の目標や言葉を持つこと

CE を優先させる最も簡単な方法は、共通の目標や言葉を通して行うことだと

されている28)。CE は「個人と社会にとって良いとされる核心的な徳目を教え込

むことにより、善の人格を形成する計画的教育」と定義されている29)。これは

inculcation(伝達)と呼ばれる道徳教育の手法で、具体的な道徳的価値を子供に
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直接示し、それを身につけさせるという方略である。道徳的判断の基準となる

核心的徳目(core virtue)には、「二大価値概念｣ 30)である respect と responsibility

を中心(筆頭)に10前後の数の徳目が選定されて教えられている。

CE において特に「respect」が重視されるのは、尊重し合うことで学校での

怒りやいじめ、攻撃行動を抑制することや31)友人関係にポジティブに寄与する

こと32)が明らかにされているからだろう。尊重することは、集団内や集団間の

葛藤を調整してポジティブな行為傾向を促進し、ネガティブな行為傾向を抑制

する33)。また、他者から尊重されることも、向社会的行動や集団への適応、精

神的健康にポジティブな影響を与えるということが示されているのである34)。

2.1.2 教師研修のための資源整備

Berkowitz らが分析した33の効果的な CE プログラムのすべてにおいて、教

師の専門能力開発が行われていることが明らかにされている35)。教師間の学習

コミュニティを育成することは、教師の専門能力の開発と効果的な実施を支援

する具体的な方法の一つであると認識されている。教師の専門性は、後述する

子供の Grit の開発を支援することが分かったという報告も行われている36)。

2.1.3 正義を求めるような学校風土

Thapa, A. C.らは学校風土が、安全性、健全な人間関係、意欲的な学習と教育、

学校改善の取り組みと関連し促進していることに関する研究をレビューしてい

る37)。学校文化・風土は学校改善の重要要素の一つとして注目されており、学

校全体で道徳的文化に焦点を当て積極的にその創造が打ち出されているのは、

学校の道徳的環境によって子供の道徳的な考え方のレベルが左右されることが

心理学研究で明らかにされているからである38)。したがって、CE を推進する

学校では、きれいで安全な環境の構築が目指され、そのために規律ある学校が

強調されている。

環境は、人間の心身の育成・保全に欠かせない要素である。環境や生活習慣

の違いによって、人の遺伝子に何らかの化学作用を与える可能性が一卵性双生

児の研究から示唆されている39)。安心な環境の中にいると脳内でオキシトシン

が分泌され、向社会的行動をとりやすくなる。オキシトシンは扁桃体の活動を

抑制し、社会的リスクの見積もりを低下させて他者への信頼感を高めるからで
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ある。こうした快適な情動状態にあると課題遂行の成績が向上するとともに、

前頭連合野背外側部の活性化が上昇する。前頭連合野背外側部はワーキングメ

モリのネットワークを形成する領域であり、ここが活動して育成されれば、学

習への良好な影響も期待できるのである40)。

教師への信頼は、効果的な CE を支えている。教師は子供にとって安全な基

盤(secure base)の機能を果たしており41)、その機能を高めるうえで教師への信

頼は重要である。学校で働く大人の間の信頼の文化が、学校教育の成功に不可

欠なことも大規模な研究の中で発見されているから、信頼関係は学校全体で構

築していくのが肝要なのだろう42)。

扁桃体は顔がはっきりと見えるとき自動的にその信頼性に反応するというこ

とが示されていたが、最近の研究で、顔を意識して見なくても瞬時に相手が信

頼できる人物かどうかを評価する能力があることが扁桃体の活動から見出され

ている43)。扁桃体は情動反応、記憶、意思決定など多くの社会的に重要な脳機

能の処理に関わる領域だが、それとともに顔の全般的な信頼度を追跡して判断

できる優れた能力を持っているだけに、教師の信頼度を高める心がけは子供の

情動にとって重要な安定要因になることが考えられるのである。

思いやりのある学校・教室を奨励することは、人格形成や社会性と感情能力

を支える基盤づくりに連動している44)。子育てにおいて愛や関心、肯定的な考

慮が子供に対して、非常に広い範囲の正の発達効果があることが明らかにされ

ている45)。教室がより多くの教育的および情緒的支援を提供した場合、子供の

学業活動への関与や仲間との肯定的行動は高くなり、仲間および教師との否定

的行動は低くなる46)。質の高い情緒的サポートと評価的フィードバックを特徴

とする教室の子供は、そうでない教室の子供よりも有意に良好な社会的能力を

示すようになるのである47)。

「思いやり」の念は、他の好ましい感情をも喚起させる可能性が高くなる。「思

いやり」の念を抱くと、脳波(EEG)のガンマ波が劇的に増加し、左前頭前皮質

が活性化する。左前頭前皮質の活動が活発な人は、概ね愉快でポジティブな感

情を抱くことが知られているが48)、お互いに相手を理解し温かみのある心に

よって人間関係が成立しているグループは、高いパフォーマンス成績を出すこ
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とができるのである49)。

2.1.4 CE の存在感と優先順位を高めるための校内体制

CE では、包括的なアプローチに力点が置かれ、明確なルールを持つことが

強調されている。教室の行動規範は、子供のマインドセットに影響を与えるよ

うだ50)。マインドセットが、子供の学業成績における非認知的要因であること

は強く主張され続けていることである51)。

CE の学校掲示には、偉人の言葉や格言、核心的価値などが記されたポスター

が見られる。掲示されているポスターなどは、見ていると意識していなくても、

目で見た情報が中脳の上丘で記憶できるようになっている。意識していない視

覚情報も、脳の中では記憶できるのである52)。その有効性は、プライミング効

果によっても説明できる。つまり先行刺激(ポスター掲示)によって後続の刺激

(核心的価値を教える授業)の処理が促進される(核心的価値の定着)という現象で、

行動変容に導くことも可能であることが示唆されている53)。

人格に関する評価や行動についてのフィードバックとして、学校掲示により

子供に対する褒賞の可視化もよく行われている。人は他者から褒められたり報

酬が得られたりすると、脳の線条体が活動し、腹側被蓋野からのドーパミン分

泌を促す。そして、それが側坐核に入り脳全体に喜びを伝える。側坐核は、愛

情を感じたときに激しく反応する領域でもある。他者から見られているときに

寄付をする場合に線条体で特に高い活動が実験で認められているから54)、褒賞

の可視化は線条体の活動をより高めることができるだろう。

こうした褒賞を繰り返すと、よいことが行えそうな条件がそろうだけでも線

条体が活性化し、褒められる前にドーパミンが分泌されて快感が生じ、より一

層よいことをしようとする傾向が高まっていく。人は社会的承認を予測するこ

とによって向社会的行動を選択することが実験的に明らかになっているの

で55)、褒賞の仕方を設定しておくことはポジティブな行動を促進する契機を提

供しているということができる。また、ドーパミンは決断力や思考力も向上さ

せる作用があるので、パフォーマンスを上げ学力の向上を促すことができるだ

ろう。また、代理経験で自己効力感が高められるから56)、褒賞された子供を観

察した他の子供たちもその代理経験によって自己効力感を向上させることが期
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待できるのである。

2.1.5 教員のリーダーシップ

校長や教員の率先垂範という教師の信条や動機、熱意などは、専門能力とと

もに子供に及ぼす影響を決定する重要な要因である。学業成績向上に関する文

献では、学校のリーダーシップが決定的に重要であることが分かっている57)。

こうした子供に対する教師の影響を説明するメカニズムとしては、モデリング

が考えられるだろう。教師に対して親近感や尊敬心を抱く子供は、教師の態度

や行動を模倣し、進んで影響を受けようとする傾向が強い58)。教師の道徳的行

動は意図しない行動や態度も、モデリングを通して子供に影響を及ぼしている

可能性が非常に高いと考えられる。

モデリングに関わる神経細胞にミラーニューロン(Mirror neuron)があるが、

これは前頭連合野及び側頭連合野領域に存在すると推定されている59)。ミラー

ニューロンの働きは、共感性や心の理論に関係していると考えられており、教

師の態度や行動をミラーリングすることは、前頭連合野などを活動させる契機

にもなり、認知機能の向上も見込まれるのである。

2.2 すべての学校関係者間の人間関係の促進

2.2.1 学校内

健全な人間関係は、よい学校の基礎であり、人格と社会性と感情の発達を促

進する60)。縦断研究によって、ポジィティブな質の友人関係が、子供の学校へ

の関与61)、情緒的適応62)、問題行動の少なさ63)、社会的な問題解決方略 64)を予

測することが明らかにされている。友人と質の高い関係性があると、対人関係

スキルの練習が促進されるという65)。ポジティブな友人がいると、他の子供と

の関係性に肯定的な影響を及ぼし、いじめられる可能性が低くなる66)。他者と

の親和的な心の触れ合いや親密な接触などによって、脳内ではオキシトシンの

分泌が促される。増加したオキシトシンは、信頼や共感、向社会的行動を増加さ

せるとともにストレッサーに対する心理生理的反応をも減弱させることができる

のである67)。

ピア・インタラクティブな教育方略は、効果的な人格教育の中核であるとさ
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れている68)。対話をしているときの脳をスキャンすると、話し手と聴き手の脳

が接続されたかのように言語に関する共通の脳領域が用いられ69)、相手の話の

内容を理解しているときほど、この神経連動は強くなったことが認められてい

る70)。これは、共通の概念的基盤を共有することで人の関係が深くなるという

「言語の相互作用的連携」理論を裏づける結果になったと考えられるが、対話

は人間関係を構築していくうえで重要な契機になると言えるだろう。

普段の授業には、徳を実践する機会が与えられる協同学習(cooperative learning)

が積極的に組み込まれている。学力差のある生徒間の交流も促し、学力の低い生

徒に特に大きな利点があり、生徒の自尊心と学校に対する態度を改善している71)。

協同学習によって他者とコラボレーションしたりコミュニケーションをとったり

することで、社会的相互作用における中脳辺縁系ドーパミン作働性経路が強く関

連していることが示されている。ドーパミンの生成は、相互作用を継続したいと

いう欲求を強化し、将来の相互学習活動に対する期待感を高める作用がある72)。

他者と協同する際、自らの行動を他者と協調させるが、そのとき脳内では内側前

頭前皮質や楔前部、左右の側頭頭頂接合部の活動が有意に大きくなる73)。これら

の脳領域を伴う神経回路はメンタライジングシステムと呼ばれ、他者の心情を思

いやるときに活性化する部位でもある。協同学習は、このメンタライジングシス

テムを育成する有効な機会となるだろう。

クラスミーティングは、朝、教室での一日の始まりからすでに設定されてい

る。人は話せば話すほど、その集団のことが好きになり、一層その集団ににつ

いて分かったような気になることが実験で確認されている74)。そして、内集団

への所属意識が強まれば強まるほど、集団への愛着や忠誠心が高まり78)、自分

のクラスに愛着を感じるようになった子供は、自己肯定感が高まるのである79)。

学校や教室に対する子供の所属意識は、学業成績に強い影響を与える80)。

コミュニケーションや論理的、抽象的機能の脳の中枢が前頭前野であり、こ

の前頭前野の眼窩部が扁桃体の興奮を鎮めて情動反応を抑制する。しかし、こ

の機能が脆弱だと、衝動的な暴力行為や犯罪行為の発生につながっていくことが

考えられている。ミーティングによる言語活動は、前頭前野の能力を育み情動

反応抑制能力を高めて、子供の問題行動を抑止するうえでも効果が期待できる
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のである。

ピア・チュータリング(Peer Tutoring)は、ピア・サポート(Peer Support)の一

環として実施される仲間同士で学習等を教え合う活動である。これによって学

力が向上し75)、生徒間の対人関係能力が向上したという効果が報告されてい

る76)。また、他者に対する親切行動は、ポジティブ感情を高めることも確認さ

れている77)。仲間の存在効果の実験では、仲間が近くにいてくれることでパ

フォーマンスが向上し、外側前頭前野皮質、腹側運動前野皮質、前頭眼野、お

よび壁内溝を含む注意制御に関わる前頭頭頂ネットワークが活性化する81)。注

意制御とワーキングメモリとの機能は密接不離な関係があり、ワーキングメモ

リを制御して効率的に学習活動を進めるうえで、前頭頭頂ネットワークの活性

化・育成は重要であると言えよう。

モラル・ディレンマ授業において使用されるディレンマ教材に登場する人物

の気持ちを推測する場合、脳の側頭葉にある両側の上側頭溝、右の側頭極に強

い活動が認められている82)。上側頭溝と側頭極は、他者の感情がどこに向けら

れているかを判断する機能があるとされている。モラル・ディレンマとそうで

ないディレンマを提示した場合、前者の方が感情に関する脳の部位が明らかに

活性したことが示されているから83)、モラル・ディレンマ教材を活用した授業

は、他者の感情理解に有用であると考えられるのである。

米国では、生徒間での紛争を道徳的実践の好機と捉え、それにはピア紛争解

決プログラムが利用されている。何らかの紛争やストレスを経験したときにこ

そ、感情制御の必要性や有効性を認識し、それらを解決する方略が身につけら

れる機会だと言えるからである84)。立候補や生徒間で選ばれた生徒(メディエー

ター)が、段階的に争いを解決する調停方法を学ぶ特別な訓練を受けて調停役

を務めている85)。メディエーターは、これを繰り返し実践していく中で、リー

ダー意識と問題解決能力が向上し、さらには自己有能感や出席率も向上して、

校内暴力や犯罪の軽減に効果があったことが示されている86)。

教師の生徒に対する態度は、子供の尊敬する心を育てるうえで重要である。

その影響については、Rosenthal, R. の実験がそれをよく示している。それは、

教師が子供の可能性を信じ期待を寄せたことによって、その IQ 値を上昇させ
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たというものである87)。教師の成功期待は子供のマインドセットに影響を与

え88)、児童期・思春期において教師からのフィードバックは、子供の自己効力

感を規定する重要な要因であることが明らかにされている89)。子供の学校適応

ということについても、教師と子供の関係性は重要な予測要因の一つになって

いる90)。その関係性は、一般的に学業面より社会情緒的な行動面への影響が強

いとされ91)、その質の高さが子供の外在化問題(externalizing problem)92)の低さ

を予測している93)。教師と子供が良好な関係性を形成することは、学校での成

功に必要なスキル獲得に重要な役割を果たし94)、学業成績やクラスの友人関係

に望ましい効果が見られるのである95)。肯定的な教師の態度は、子供にとって

安全の基地であり情緒的安心感を与え、積極的な探索活動を促進し、それが子

供の社会的及び学習能力の基盤になると考えられるのである96)。

効果的な CE プログラムを実施している学校は、人間関係能力(社会性と感情

能力)のスキルを直接教えている97)。社会性と感情能力は、人の生涯の身体的

健康 98)や精神的健康 99)、社会的成功(労働力の参入と雇用維持)100)などと関連する。

またそれは、内発的動機づけを高めて学習成果に寄与したり101)、子供の問題行

動を減少させたりする可能性も示唆されている102)。こうした力を育む介入は、

「社会性と感情の学習(Social and Emotional Learning: 以下 SEL)」と呼ばれている。

自分や他者の感情を認識し、感情の原因や推移を理解し、感情を表す適切な言

葉を選び、目的に合った感情表現をし、感情を整えて行動を制御することを学

ぶアプローチである。

SEL を学んだ子供の調査によれば、対照群の子供に比べ攻撃性が減少し103)、

全般的学業成績や適応得点が有意に高く問題行動が少なかったことが報告され

ている104)。SEL で行う感情の正確な識別には脳内で右島皮質が関与している

が105)、島皮質が発達すると意志力や自制心、共感力の向上が認められている。

また、他者の意図推定を行っているときは、前頭前野内側部や上側頭溝、前頭

前野背外側部が賦活する。前頭前野内側部や上側頭溝は心の理論を支え、前頭

前野背外側部はワーキングメモリのネットワークを形成する領域である106)。

自分の感情を言語化して表現することで、ストレスを緩和したりストレスへ

の耐性を高めたりすることが「感情のラベリング(affect labeling)」として確認
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されているが107)、ラベリングをすることで実際に扁桃体の活動を抑制すること

が明らかにされている108)。扁桃体は不安や恐怖などの感情を感じたときに活動

することが知られているから、ここの働きを抑制することで精神的な平静さを

保持することができるようになるのである。

2.2.2 学外

効果的な CE プログラムは、家庭・地域との連携や参加を促していることが

発見されている109)。親の教育への関与に関する研究は、学習、学習環境、進学、

学校選択、学校活動参加など様々な観点から行われているが、総じて子供の教

育・地位達成にポジティブな影響をもたらしているという結果が出されてい

る110)。さらには、児童の学校適応を促すことや自己効力感に対する効果がある

ことが実証されている111)。子供と青少年のレジリエンスには、親、教師、学校

の支援といった社会的資源の影響力があることが認められている。子供に大き

な期待を持ち学校教育に関わっている思いやりのある親などの社会的資源への

アクセス、課外活動(例えば放課後スポーツ)への参加、教師との支援的関係は、

子供の学業成績にプラスの影響を与えるのである115)。

子供と地域の人々とのつながりも、自己効力感や学習意欲などの向上や113)主

観的幸福感を高めるうえで効果があるとされており114)、主観的幸福感は学校で

の学習の成功を強く規定していることが分かっている117)。そして、地域全体で

取り組む CE は、若者の暴力事件や学校の停学者の数を激減させてもいるので

ある112)。

2.3 内発的動機をもたらす人格の強み・価値観・美徳の内面化の促進

内発的動機はやる気をもたらすとされているが、脳内では、線条体前部と腹

側線条体(以下、まとめて「線条体前部」)が、やる気の脳内ネットワークの要になっ

ているようである127)。ここの細胞は前頭葉から神経伝達物質を受け取り、活動

電位を生じさせる。これが軸索を伝わり、線条体内外の別の神経細胞に神経伝

達物質を受け渡す。このプロセスが、価値と動機づけに重要な役割を果たして

いると考えられている128)。線条体前部は、内発的動機づけがなされた課題を遂

行しているときに有意な活性化が見られている。
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強制性を感じる(自己決定感が低い)条件で課題を遂行するときは、前頭前野

腹内側部は成功時に活性化するが、失敗時には活性化しない。一方、内発的動

機づけを支える自己決定感を感じる条件下の遂行時では、そうした有意差が認

められず、結果が成功でも失敗でも同程度の活性化が示されたという。この実

験結果から、自己決定感が低いと失敗はネガティブに意味づけされるが、それ

が高いと失敗も成功同様に積極的に価値づけていることが示唆されているので

ある131)。

2.3.1 子供の行動管理

行動管理とは、積極的で効果的な行動を促進し、望ましくない行動を予防・

対処することである118)。望ましくない行動がどのように理解され対応されるか

は、発達上の規律の実践と整合的でなければならない。子供が自分の行動に責

任を持ち、行動が引き起こした被害を修復することができる方法がとられるべ

きであり、自分の行動が不適切である理由と、それが他者や自分の感情にどの

ような影響を与えているかを確実に理解できるようにすることが大切であると

している119)。規範やルールを自分のものとして内在化している子供は動機づけ

も極めて高く、よく努力をしてそれが失敗してもより健全な対処ができるよう

になる。だが、その一方で内在化できていない子供は非常に不安を感じ、失敗

に対して不適応的な対処方略のパターンを示すことが明らかになっているので

ある120)。

共感を育むための誘導は、道徳性の発達のためにきわめて重要である。自分

の行動が他者にどのような影響を与えるのかを理解するために、共感は情動と

認知の双方において欠かせない能力である。共感は代理的情動反応とも呼ば

れ、他者視点取得とともに人の向社会的行動を支える能力である。共感に基づ

く利他的行動をした人は、脳内で島皮質と前帯状回、線条体が活性化する121)。

島皮質と前帯状回は共感、線条体は意欲・報酬に関わる部位だから、共感した

他者を助けるような行動は脳内で自分の喜びになっていることが示唆される。

また、共感性尺度の得点の高い人は、ミラーニューロンの働きも強いことが発

見されており122)、共感は自己と他者を重ね合わせシミュレーションすることで

あることが脳神経学的に改めて確認されているのである。後述するように、
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「2.3.3 他者への奉仕」はこの共感を育むための体験学習になっていると言え

るだろう。

能力ではなく努力を賞賛することによって、子供の意欲が高まり学業成績が

向上することが実験で示唆されている123)。これを明らかにした Dweck, C.S. に

よれば、自分自身と自分の能力に対して抱く信念(自己理論)には、固定思考

(Fixed mindset)と成長思考(Growth mindset)があるとされている。固定思考が自

分の能力は生まれつきで変えられないという考え方であるのに対して、知能は

可変であり最終的には努力によって伸ばすことができるというのが成長思考で

ある。Dweck は固定的思考よりも成長思考の方が、学業成績などにプラスの

影響を与えることを明らかにしているが 124)、先の実験によって子供は能力を

褒められると固定思考をとるようになり、努力を褒められると成長思考をとる

ようになるということが分かったのである。

Event-Related Negativity という脳波は、学習意欲が高まったときに大きく

なる脳波だが、失敗したときのその脳波を固定思考の人と成長思考の人と比較

した場合、後者の脳波の方が大きくなる125)。このことから成長思考の人は失敗

しても、それを失敗ととらえず学ぶ意欲が減退しないということが考えられる。

褒められると、脳内では線条体が活性化する。褒められて嬉しくなると、ドー

パミンが分泌されて記憶の定着が促進されるので、学業成績の向上が期待でき

る。実際に実験で褒められたグループは、そうでないグループよりも運動技能

学習の習得がより促進できることが分かっているのである126)。

2.3.2 個人の成長の促進

人格の強みを内面化させ、道徳的発達を促す内発的動機を高める方法として、

個人の成長を促進する方略があげられている132)。やりがいのある有意義な学習

カリキュラムを持つことは、人格と学業成績の向上促進に非常に成功してい

る133)。子供が宿題を完成させることを視覚化し、それをやりがいのあるものに

する方法を意図的に考えると、宿題を完成させより深く取り組む可能性が高ま

ることを Snow, R.E.らが発見している134)。

やる気は、線条体やドーパミン神経といった大脳基底核が大きく関わってい

るが135)、やりがいのある学習が線条体を刺激してやる気を起こさせ、さらに学
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習によって満足や喜びが得られれば、再び線条体が活性化してやる気が持続さ

れていく。そして、そのようにして学習に対して高い意欲を持ち、それに集中

し没頭している子供は、主観的幸福感も高いのである136)。

努力をやり直す機会を学習や行動面で提供することは、子供の長期的な目標

の達成や社会的成功に向けて取り組まれている教育方略であると言えよう。

Duckworth, A. L.は、目標に向かうときのやる気(passion)と根気(perseverance)

で構成される Grit(やり抜く力)測定尺度を開発し、米国陸軍士官学校の新入生

の任務遂行 137)、営業職の仕事への定着度の高さを的確に予測している138)。Grit

得点が高い人は、平均的な人に比べて「意義のある生き方」や「他の人々の役

に立つ生き方」をしたいというモチベーションが著しく高く139)、その強さは幸

福感や健康状態とも比例する140)。学力を向上させるためには、積極的に学習に

関わりその状態を維持する自己調整学習(self-regulatory learning)が重要とされ

るが、Grit 得点高群の方が低群よりも自己調整学習に取り組み、学業成績の

改善に関連する仲介経路となる可能性があることが示されている141)。しかも

Grit は後天的な経験や介入によって伸ばせることが、実験調査で示唆されて

いる142)。Grit は中学生の学校満足度に正の相関影響を与えることが確認され

ており143)、「努力をやり直す」介入により、学校適応感を高め学業成績を向上

させることが期待できる。

前頭極にある灰白質の体積とその近傍にある白質の拡散異方性の高さから、

80％以上の精度で Grit の高さを予測することができる。さらには目標設定を

細分化して小さい目標ごとに達成感が得られる学習プログラム介入を行うと、

Grit が低い者も最後までやり遂げるとができ、前頭極の構造も可塑的に変化

することが確認されている144)。

Grit を構成するやる気の脳内メカニズムは、先述した通り線条体が要になっ

ている。一方根気は、報酬や快感に関わる側坐核が関与していることが知られ

ているが、その個人差は側坐核におけるグルタミンとグルタミン酸の比率が関

連している。側坐核におけるグルタミン酸の量に対するグルタミンの量が多い

人ほど、長期間にわたってパフォーマンスを維持する活動が見られている145)。

左線条体と前頭前野皮質腹内側部におけるドーパミン作動活性が高い人も、努
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力する意欲が高い146)。線条体は意思決定に関わり、前頭前野皮質腹内側部は社

会的行動や人格表現、認知行動の調節を行っている部位である。

努力は前頭前野を発達させる。集中力を伴うことを行うと、ドーパミンが前

頭前野に投射されて、その神経回路が発達するのである。努力をやり直す機会

を提供して忍耐強く取り組ませ、教師が励まし褒めることで前頭前野が活性化

して脳を発達させるのである。

目標の設定やその支援には、理想的な自己を振り返り、それに向かって進む

ための計画を立てることが含まれている147)。目標に関する理論として達成目標

理論(achievement goal theory)があるが、これによれば目標は、習得目標(mastery

goal)と遂行目標(performance goal)に大別される。前者はコンピテンスの獲得へ

の志向性を指し、後者は他者のコンピテンスやパフォーマンス、競争の比較へ

の志向性を指す。達成目標と学習方略との関連を検討した研究では、習得目標

指向性を持つ子供の学業達成度が高く148)、それを増加・持続させる努力をする

ことにより高い学業達成に導くことも示されている149)。さらには、習得目標指

向性の高い子供は遂行目標指向性の子供より、満足感の程度と成功に伴う誇り

が高く失敗に伴う不安が少ないことも明らかになっている150)。

目標を設定すると、脳内でドーパミンが分泌される。目標に近づくにつれて、

線条体の報酬関連ドーパミンシグナルが次第に大きくなることが観察されてい

る151)。線条体は報酬の処理に関わっており、報酬期待の大きさや実際に得た報

酬と期待報酬の誤差の情報などが処理される。目標に向かって行動(学習)して

いるときには、意欲を高める腹側線条体の外側部が活動するから152)、相乗効果

によってやる気が一層増加することが期待できるのである。

理想的な自己を育むための計画を立てることは、学業成績の向上に成功して

いる高校の原理の一つとして示された方略である153)。学生や成人らを対象にし

た人生目標に関する調査によれば、意味のある関係、個人的成長、社会への貢

献といった内発的目標に対する強い意欲は、より高い幸福度及びより少ない苦

痛と関連していたことが確認されている154)。また、高い志(人生の目的)を持っ

ている人は、ストレスの多い状況をより生産的に対処するために再構成する動

機となり、それによってストレスおよびトラウマからの回復を促進する155)。そ
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して、ネガティブな感情を制御し、記憶力や脳の情報処理速度などの脳機能テ

ストにおいても、年齢による低下が見られないのである156)。大学生を対象にし

た研究で、目標へのコミットメントとポジティブ感情が Grit の予測因である

ことが実証されていることから157)、理想的な自己を育むことの介入は継続的な

努力を育て学業成績の向上に導いていけるのだろう。

2.3.3 他者への奉仕

他者への奉仕という道徳的行動の機会を提供することにより、子供は道徳的

奉仕の本質的価値を発見し、より多くの道徳的価値、習慣、美徳を身につけ、

しばしば道徳的ディレンマに直面して道徳的推論の発達を促進させる158)。道徳

性の発達水準と向社会的行動との関係を研究した Eisenberg,N. によれば、向

社会的な子供は、一般的に役割取得と道徳的判断で高い水準にあるという159)。

児童期早期の向社会性が、 5 年後の学業達成と仲間からの好感度を予測するこ

とが示されている160)。公益のために献身した人々の生活を追跡したところ、自

己よりも大きな原因に献身することは、人生のすべての段階において自己開発

のために重要であると結論づけられている161)。これは、高いレベルの道徳的責

任感を持つ成人を調査した研究とも一致している162)。

向社会的・利他的な行動をとると、脳内で側頭頭頂接合部や島皮質で活動が

上昇する163)。側頭頭頂接合部は自他の区別や心の理論に関わる部位であり、島

皮質は、報酬、社会的情動、共感に関係する部位である。他者への奉仕といっ

た向社会性を育てる利他的体験活動は、子供の道徳的判断力や社会的情動、共

感性を高めるうえで有効であると言えるだろう。

コミュニティサービス・サービスラーニングは、子供の学習に対する無関心

さや無気力さを解消する試みとして行われてきている活動である。サービス

ラーニングによって、子供は社会において果たす教科学習の役割を認識しやす

くなるとともに、学力向上にもつながることが多くの研究によって明らかにさ

れている164)。それは、サービスラーニングが向社会的行動を伴う学習だからな

のだろう。介入によって向社会的、自己超越的目的(self-transcendent purpose)

を促進することが、学習意欲を向上させることも証明されているし165)、Wentzel,

K.R. は向社会的行動が学力テストスコアを予測することを突き止めている166)。
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印象深い体験をしたときに、体験前後の出来事や学習を忘れずに覚えている

「行動タグ」と呼ばれる脳(海馬と扁桃体)の仕組みがあるが167)、体験活動と組み

合わされた学習は記憶の定着にも効果が大きいのだろう。また、向社会性が問

題行動の低減168)、いじめを含めた攻撃行動の抑制につながる縦断的知見がある

から169)、サービスラーニングなどは、子供の学校不適応問題の予防や解決に効

果が見込める学習であると言えよう。

利他的な人が困っている人に共感し、その人を助けることで脳の報酬系が活

性化する170)。他者に対しての親切や人とのつながりを経験すると、オキシトシ

ンが分泌される171)。オキシトシンは、脳内で不安や恐れを生む扁桃体の活動を

抑制するので、社会不安障害をやわらげる効果がある172)。向社会的行動は、社

会不安障害を持つ人たちにポジティブな効果(幸福感や自信が高まり関係満足の増

加、社会的回避目標の低下)があり、不登校やひきこもりの誘発防止に有効であ

ると考えられるのである173)。

2.4 人格と社会的感情的能力のモデリング

多くの社会的行動は、モデリングを通じて学習されるということを実証した

のが Bandura,A. であった。CE で採用されている道徳的価値獲得の理論は、

Bandura らの社会的学習理論(Social Learning Theory)によるところが大きいと

考えられる。則ち、優れた道徳的行動を行った(行っている)他者の言動を模倣

することから、価値を獲得するというとらえ方である。学校では、教師や仲間

の生徒がロールモデルとなり、社会的観察学習の対象となる。向社会的な子供

と遊んだ子供(未就学児)は、ポジティブな感情が強化(特に女子)され、ネガティ

ブな感情が減少(特に男子)したという174)。これは向社会的行動をモデリングし

て、自らも向社会的になっていくことを示唆している。

こうしたモデリング理論を裏づける神経科学の発見が、ミラーニューロンで

ある。ミラーニューロンがあるゆえに人はモデリングする(したがる)のであ

り、また学習にもモデリングが有効であるということが考えられる。人が社会

的存在として成長していくプロセスの中で、ミラーニューロンシステムは重要

な役割を果たしていると仮定できる。局在的には、ミラーニューロンは頭頂葉
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下部、運動前野腹側・前頭葉下部などの部位にあることが知られている175)。ミ

ラーニューロンシステムは、他者が知覚した目標指向的な行動を、自分の体で

それを生み出す神経学的運動計画に変換するために必要なメカニズムを提供す

る。他者の脳内部の状態をシミュレーションするように、動作の学習や模倣、

心の理論、向社会性、コミュニケーションに関する神経活動が脳内で収束して

いくのである。

メンタリング（mentoring）とは、「成熟した年長者であるメンター（mentor）

と、若年のメンティ（mentee、ないしはプロテジェ protégé）とが、基本的に一

対一で、継続的（最短で概ね 1 年）定期的に（概ね月 3～4 回）交流し、適切な役

割モデルの提示と信頼関係の構築を通じて、メンティの発達支援を目指す関係

性を指す｣ 176)教育方法である。学校では、よき役割モデルを求めている生徒を

上級生のメンターと組み合わせて、学習やスポーツ、ゲームなどを一緒に行う。

これによって、社交スキルや学力向上が目指される。実際にメンタリング・プ

ログラムによって、メンティの自尊感情、対人関係、学業成績、非行防止など

に有効に機能し得ることが知られている177)。他者との持続的かつ広範なつなが

りがレジリエンスの向上にも作用し、実際に高いレジリエンスを発揮する適応

力の高い子供たちは、メンターからサポートや励ましを受けているのである178)。

レジリエンスと学校適応感は有意な相関が見られ、小学 1 年生を対象にした調

査では、入学前のレジリエンスを把握することで入学後の学校適応を予測でき

る可能性が示唆されている179)。

メンターにとっても、メンタリングのポジティブな効果が働く。社会的支援

が、ストレスホルモンを生みだす視床下部‐下垂体‐副腎皮質系、ノルアドレ

ナリン系、及び中枢性オキシトシン経路に対する影響を介してストレスに対す

る回復力を付与する可能性があることが示されているのである180)。人を支援す

ることは、自らの精神的強さも生み出すことになるのである。

ロールモデルの学習として扱われる教材としては、歴史上の人物、文学の人

物、地域社会の人々などである。例えば、物語教材や偉人の伝記に見られる徳

に関わる問題を見つけ出して、分析したり議論したりする学習が行われてい

る181)。尊敬が追随を動機づけ、ゆくゆくは尊敬した優れた他者のように自己を
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発達させる過程のことを「自己ピグマリオン過程(self-Pygmalion process)」と呼

んでいるが、この仮説では尊敬感情の経験により可能自己の発達が促されると

仮定されている。武藤世良はこれを実証するために、特定人物を尊敬する大学

生を調査して、優れた他者との関係性において尊敬関連感情(敬愛、畏怖、心酔、

感心、驚嘆)が自己向上に重要な役割を果たすことを示唆する結果を導いてい

る182)。

このような他者の行動、感情、目標を自分に直接内在化していく脳内のシス

テムとしては、ミラーニューロンの介在が想定される。共感性のスコアが高い

人は、ミラーニューロンがより強く活性化し、両者の間に関連がある可能性を

示す証拠が見出されている183)。しかも他者の動作を観察するだけでなく想像す

る場合も、同様に動作の実行に関係する運動前野のミラーニューロンが活性化

する184)。そして、教材(物語、伝記)を読んでいるときは、ブローカ野や側頭極

といった言語処理をする領域により島皮質が活性化する。共感的な人ほど島皮

質が強く活性化するので、ここは共感に深く関わる領域であることが知られて

いる。したがって、教材中にある道徳的模範的な人物の行動について考えたり

思い描いたりするときにも、脳内では同じような行動がシミュレーションされ、

また共感されて、同じような道徳的行動の動機づけがなされ、その実践へと連

動していくと考えられるのである。

2.5 エンパワーメント(子供が学習、学級、学校に影響を与えること)の促進

エンパワーメント(empowerment)とは、個人や集団が本来持っている潜在能

力を引き出し、湧き出させることを意味している。「権限委譲」「能力開花」な

どと訳され、これにより子供の自律性の向上、能力の発揮、意思決定の迅速化

といったメリットが期待できる。自律的なモチベーションは、スポーツや学校

生活で粘り強さを強化し、成績を向上させ、また精神的健康に大きな改善をも

たらすのである185)。自律性と有能感を高め関係性を構築していくことで、内発

的動機づけは高められ生産的になり幸福を感じる。内発的動機づけは、豊かな

経験、概念の理解度の深さ、レベルの高い創造性、よりよい問題解決を導く186)。

そして、それは主観的幸福感や学校適応 187)、学業達成 188)とポジティブな関連
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があり教育的に望ましいとされているのである。

このようにエンパワーメントの概念と最も近い教育分野における概念は、内

発的動機づけの理論である。課題の選択や解決方法を自己決定して学習意欲を

高め、課題を遂行することで自己効力感(self-efficacy)を獲得する。自己効力感

を持って学習に取り組み、それが成就すると、その成功体験がその後の学習の

成功に導く。自己効力感の高い子供は、学習に向かうときメタ認知的及び自己

調整的方略を用いる傾向がはるかに高いという明確な証拠がある189)。Brown,

D.らのメタ分析によって、学業達成と根気強さにおいて、自己効力感との間に

有為な正の関連が見られている190)。高次脳機能検査をすると、自己効力感が高

い人たちの方が低い人たちよりも高い成績を出せることが分かっているのであ

る192)。自己効力感は、様々な心理的適応や健康指標においても正の関連があ

り191)、良好なパフォーマンスにつながることが確認されている。そして、さら

に感情を制御できるという自己効力感に関わる信念が、他者に共感できる自己

効力感に関わる信念を媒介し、向社会性を促進することにもなるのである193)。

シェアド・リーダーシップ(shared leadership)とは、グループメンバーにおい

てリーダーシップの影響作用を分散させる相互作用的で 194)、集合的な意思決

定、知識の共有、成果への責任の共有などが見られるプロセスである195)。メン

バーの誰かがリーダーシップを発揮しているときは、他のメンバーはフォロ

ワーシップに徹するといった活動でもある。シェアド・リーダーシップによっ

てメンバー間の信頼感やチームの自己効力感が高まり196)、チームの成果にプラ

スの影響を及ぼすことができる197)。自己効力感が高いと、困難な課題に直面し

ても乗り越えられると信じ、一所懸命に取り組むことができるのである198)。

民主的な子育てが、子供の道徳的発達を促すことを示しているように199)、

CE を行う学校では民主的な学級経営が目指され実施されている。Lickona,T.

は民主的な学級経営の重要な手段としてクラスミーティングをあげ、それが生

徒の最良の価値概念と行動を引き出して強化する最重要支援組織であり、道徳

教育の主要な方策であるとしている200)。クラスミーティングの効果のメカニズ

ムは、2.2.1 に既述した通りである。

教師や仲間が子供に対して公正かつ敬意を払うことは、子供(高校生)の自尊
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心や精神的健康に影響を与える201)。成人からの尊敬の認識、仲間からの尊敬を

受けることが、いじめといった問題行動の抑制につながることが子供( 5 年生

～12年生)の調査で分かっているのである202)。

2.6 発達教育学を用いること

2.6.1 人格を教える

直接的に的を絞り人格について教える教授法は、CE の授業(character class)

において取り入れられている。CE は「個人と社会にとって良いとされる核心

的な徳目を教え込むことにより、善の人格を形成する計画的教育」と定義され

ているように203)、道徳的価値の普遍性を前提に適切な指示性をもった教育が必

要であると考えられている。これは inculcation(伝達)と呼ばれる道徳教育の手

法で、具体的な道徳的価値を子供に直接示して説明し、それを身につけさせる

という方略である。直接教示するという言語的説得には、有効性があることが

認められており、例えば自分に能力があることを言語的に説明したり励ました

りする説得は、自己効力感を高める効果が指摘されている204)。自分を信頼し期

待をかけていると感じられる教師からの説得は、ピグマリオン効果も働いてな

おさら大きな影響力を及ぼすことができるだろう。

徳目は、近年ポジティブ心理学においても注目され、人類に影響力を持って

きた宗教や哲学を広範に調査して、その中から広く支持されてきた核となる徳

目が明らかにされてきている。それが、知恵、勇気、人間性、正義、節制、超

越性の 6 つの美徳である。そして、この 6 つの美徳を核として、24の強み

(Character Strengths)としての徳目(the Values in Action Inventory of Strengths)が

特定されている205)。調査によれば、これらの徳を育むことは、人生の満足度、

達成度に重要な関連性が見出されている206)。CE では、特に respect が重んじ

られているが、集団への respect(他に pride)の高い群はいじめが無く、respect

がいじめの抑制に関わっていることが示唆されているのである207)。

Durlak, J.A.らは、213の普遍的な学校ベースの社会性と感情の学習プログラ

ムのメタ分析において、社会性と感情スキルのパフォーマンスに対する平均効

果サイズが0.69であることを明らかにし、感情認識、ストレスマネジメント、
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共感、問題解決、意思決定などのスキルは、学校ベースのプログラムを通じて

意図的に発達させることができることを示している208)。社会的スキルは、学習

を引き起こす社会的相互作用を強化することによって学習を改善するか、また

は学習の中断を最小化して子供の成績に間接的な影響を及ぼす可能性があると

している209)。

前頭前皮質腹内側部の損傷患者の症例研究から、道徳的判断に情動が重要な

役割を担うことを Damasio,A.が示している。これにより実証的心理学の分野

においても、理性中心の人間観から情動を含む直観の働きを重視する理論への

転換とそれを支持する実証的証拠の蓄積がなされるようになった。道徳的判断

について、推論はある程度関与するが、情動はさらに重要であり非常に強力な

原動力になっていることが示唆されている210)。直観的情動的判断が主導的に働

き、合理的理性的判断は、その後づけ(理由づけ)になっているケースが多いと

いうことは、社会心理学の中でも支持されていることである。理性的な決定の

ためには、情動にかかわる脳の部位の活動が不可欠である。したがって、適切

な情動反応と理性的判断の結びつきをはかる SEL は、今日の CE において重

要な位置づけがなされているのである。

ロールプレイング(模倣)をしているときの脳では、ブローカ野近傍の活性化

が観察されている211)。また、別の実験では、ロールプレイングには前頭葉を活

性化させ交感神経を有意傾向に変化させる機能があり、これを繰り返す( 5 回)

ことで子供の不定愁訴や不安の得点を有意に減少させることが確認されてい

る。このことから、ロールプレイングを情動コントロールの訓練として活用す

ることで、ストレス耐性の改善や発達が期待できるとされているのである212)。

心理的制御の感覚を習得しておくと、ストレスや不安を感じそうな場面に直面

したときでも、動揺が軽減されることが考えられる。ストレスを乗り越えてき

た経験によって人は立ち直る力を強めるから、そうした疑似的な体験が積める

ロールプレイングはストレス耐性を強めていける可能性があるだろう。

2.6.2 子供の成長・発達への期待

親が子供に対して高い行動上の期待をかけると、道徳的に成熟した子供へと

成長し、また教師が生徒に高い期待をかける場合にも同様の効果が見られる213)。
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生徒に対して高い期待を抱き惜しみない支援を行う教師の指導は、生徒の満足

度を高め学力を向上させ、大学の進学希望率を高めている214)。また、Yeager,D.

S.らも中学生に対する心理学的実験で、教師の生徒に対する期待の効果を検証

し、生徒の意欲を高めることを確認している215)。期待をかければ、ボジティブ

な言葉もかけられるだろう。人はポジティブな言葉を投げかけられると、脳全

体が活性化するのである216)。

望ましい未来と現在の現実を精神的に対比させることというのは、自己制御

力を育むトレーニングをする介入法である。これは、精神的対照(Mental

Contrasting)と実行意図(Implementation Intentions)によって構成されている。精

神的対照は、目標が達成した場合どのような望ましい未来が起きるかを想像し、

目標に意味を付与し意欲を喚起する目標設定のステップである。実行意図は、

その目標の実現を妨げる障害を予測して、if-then プラン(もし状況 y が発生した

場合、私は目標指向の z を実施する)を作成するステップである。Duckworth ら

は大学進学高校生を対象にこの介入実験を行い、これが効果的な自己調整方略

であることを示唆する結果を得ている217)。

自分の行動を抑制する脳部位が、背外側前頭前皮質である。情動をコント

ロールするセルフ・コントロール力が高いと、背外側前頭前皮質の活動も高く

なる218)。また、前頭葉と機能的・解剖学的に結びつきの深い頭頂葉にある頭頂

間溝も、自分自身の行動の抑制に関わっていることが分かっている219)。不適切

な行動を抑制し適切な行動を選択するという自分自身の行動を制御する自制心

は頭頂間溝が関わっているが220)、障害を予測して目標指向行動を選択していく

という if-then プランニングは､こうした脳機能の特性に適合した介入法である

と考えられるのである。

2.6.3 練習

Peterson,C.は、VIA-IS(Values in Action Inventory of Strength)で測定して、そ

こから高得点が得られた自分の強み(徳目)を実践してみるという実験を行って

いる。その結果、持続的な幸福感が得られたことを明らかにしている。

Seligman,M.E.P.も、VIA-IS で特定された自分の特長的な強みを、新しい方法

でかつ頻繁に活用する教育などで、子供の学校における楽しみやエンゲージメ
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ントの度合いが向上し、それに伴って学力の向上・問題行動の減少がみられた

ということを報告している221)。このように強み(自己統制、忍耐、学習への愛情等)

を日常生活で活用することで、幸福感を有意に高め抑鬱症状を減少させ223)、自

尊感情や全般的な自己効力感をも高められる224)。また、強みは、学校関連の満

足度と正の相関があり、肯定的な教室行動を説明し、学業成績向上を予測し225)、

学校適応を改善することが判明しているのである226)。

3．応用行動分析学ABC分析を用いた効果的教育方略のメカニズム
についての考察

北米を中心に1960年代後半以降、大きな勢いで研究されている応用行動分析

学(Applied Behavior Analysis:以下 ABA)がある。以前は知的障害や精神障害の患

者や問題行動に対応する研究が多かったが、その後学校教育の課題についても

取り組みが始まり、実践と研究が行われるようになってきている。

ABA の基礎理論には Skinner,B.F. に代表される行動主義心理学がある。

Skinner は、環境で結果を生むようになされる自発的な行動に着目し、人の行

動を説明するオペラント条件づけ(operant conditioning)という基礎理論を構築

している。

オペラント条件づけでは、具体的な行動がその結果によって増強され(正・

負の強化)たり減弱され(正・負の弱化)たりするととらえる。行動とその結果と

の関係には、将来その行動が生じる確率に影響するという随伴性があり、随伴

する強化子(弱化子)を用いて行動を強化(弱化)できると Skinner は示した。

Skinner はこうした理論を現実世界に応用することを論じているが、それを人

間の特定の行動を変える手続きとして開発し、同時にその行動の制御変数を見

つけていく新しい方法論を形成していったのが ABA である。近年学習指導に

おける ABA に基づくアプローチが数多く研究され、その効果が実証されるよ

うになった227)。

人の行動（Behavior：B）は、それを引き起こす働きを持つ先行刺激（Antecedent

stimulus：A）によって生起される。そして、その行動の結果、環境から与えら
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れるフィードバックを後続刺激（Consequent stimulus：C）という。これが、

ABA における「ABC 分析」と呼ばれるもので、これによって第 2 章で見てき

た CE の効果的教育方略のメカニズムについて分析すると、以下のように整理す

ることができる。

Ａ【先行刺激】

核心的価値の設定と教示、明確なルール、教師の率先垂範、人格について

の直接教授、社会性と感情の学習、ロールモデリング など。

Ｂ【行動】

ピア・インタラクティブな教育、規律の実践、望ましいコンピテンシーと

強みの実践、コミュニティサービス、サービスラーニング、シェアド・リー

ダーシップ など。

Ｃ【後続刺激】

人格に関する評価やフィードバック、褒賞、教師の生徒に対する態度、努

力の賞賛 など。

Ａ「先行刺激」は、子供に明確なルールを示し、教師が率先垂範して人格や

核心的価値について直接教えたり、ロールプレイやモデリングを通して練習さ

せたりすることである。具体的な学業スキルを直接的に指導するところに応用

行動分析学の特徴があるが、CE でもそうしたアプローチが導入されていると

考えられる。直接教授法は米国において Follow Through project という研究プ

ロジェクトをはじめとして228)、多くの研究でその効果が実証されている229)。

ロールモデリングが取り入れられているのは、先述したように Bandura の研

究成果からであろう。Bandura は観察学習の膨大な研究により、子供の行動

形成や変容における動機づけ、報酬、強化などの影響・効果を明らかにしてい

るが、模範の教示(モデリング)による学習、及び代理体験による自己効力感の

向上を目指す CE は、この Bandura の影響が考えられる。そして、核心的価

値の設定と、その教授と実践及びその有効性に理論的基盤とエビデンスを与え

ているのはポジティブ心理学であろう。
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脳神経学的なメカニズムとしては、表(168頁)に整理したように直接教示や

モデリング学習では、主に前頭葉やミラーニューロンシステムが関わっている

ことが分かった。ミラーニューロンシステムが脳内で介在していることが想定

され、他者の行動目標を自分の基質に内在化することを可能にするメカニズム

として作動していることが考えられるのである。

Ｂ「行動」は、ピア・インタラクティブな教育やサービスラーニングなど他

者への奉仕活動を通して道徳的行動をとらせることになる。向社会的(prosocial)

や愛他的(altruistic)といった積極的で肯定的な社会的行動と共感性(empaty)と

の関連を検討している Eisenberg の研究が、ここに反映されているだろう。

向社会的行動や利他的な考え方は、注意のコントロールや共感性に関連する

島皮質などの脳領域を活性化させる。さらには、腹内側前頭前野を活性化させ

る。ここが活性化されると扁桃体の興奮を抑制し、子供の課題遂行のパフォー

マンスを向上させたり問題行動を抑止したりすることが想定できる。辺縁系が

過剰に反応したときにも、前頭前野が介入し合理的な判断に導いていく。腹内

側前頭前野から扁桃体への情報伝達が強い人ほど課題の平均成績がよいという

結果が導き出されているから230)、両部位の連絡の強さは学業成績にも反映され

る可能性が高いだろう。

思春期の子供の逸脱行動は、前頭葉の特定の領域と側坐核の間のバランス不

全に関連する可能性がある。思春期においては、眼窩前頭皮質の活動が乏しく、

一方で側坐核の活動が活発であることから行動抑制が発揮されにくい。前頭葉

が大きく形成される最重要時期は12～20歳半ばと考えられるとともに、この期

間はその機能がまだ弱く不安定な時期であるとも言える。一方で青年期には衝

動に関わる扁桃体や腹側線条体などの辺縁系皮質が発達するので、未発達な前

頭前野が衝動性を抑えにくく感情や刺激に動かされやすいということにな

る 231)。前頭葉の機能不全患者に、道徳的判断を含む適切な社会的行動が取れ

なくなるという事例が報告されているから232)、ここが道徳的判断に重要な脳の

領域なのであろう。それゆえ、Ｂの学習活動(行動)は前頭葉の能力を育み、辺

縁系皮質とのアンバランスを補正し、問題行動減少への作用をもたらすのだと

考えられる。
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Ｃ「後続刺激」では、褒賞や努力の賞賛による強化活動で意欲を喚起させ、

道徳的行動を増加させていくことがはかられる。やがて子供は、強化刺激がな

くても意義や喜びなどを見出し、行動すること自体で強化刺激が得られるよう

になり、自ら励ましたり褒めたりすることが内在的強化刺激として働き自立し

ていく。

よい点やできている点を見つけて、早いタイミングで行われるポジティブな

フィードバックは、それがない場合よりも1.6倍のやる気を高め、またそれを

繰り返すとその効果は後にフィードバックがなくなっても継続しやすいことが

明らかになっている233)。努力の賞賛や努力のやり直しが CE のプログムに入れ

られているのは、モチベーション研究に成果をあげている Dweck や Grit 研究

で知られる Duckworth の業績が反映されているのだろう。努力を褒められる

と成長思考をとるようになり、成長思考の人は失敗しても意欲が減退しないこ

とを確認することができた。

賞賛を受けると脳内で線条体が活性化してドーパミンが放出され、そこで得

られた喜びが強化因子としてＢに働きかけ、Ｂの活動(行動)を増加させるとい

うメカニズムが作動するのだろう。

以上のように、ABC 分析により CE の効果的教育方略を整理して背景にあ

る心理学研究の成果を確認しながら、脳神経学的に学習や問題行動に影響を与

えるメカニズムについて考察したが、この一連のシステムを通して道徳的行動

が習慣化され、道徳性を育成することができるのだろう。道徳性が向上すると

喜びや希望、誇りなどポジティブな感情が生起してくる。そして、そうした感

情を抱いているときには、学習への興味、学習努力、自制心が向上して集中力

が維持できて、実際に成績も高くなるのである234)。図（169頁）に示したように、

そうしたボジティブ感情を喚起させる道徳性の育成は、子供の学校適応感を高

め不登校や問題行動を減少させ236)、学力を向上させることができる237)、と考え

られるのである。
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お わ り に

Berkowitz らが示した CE の効果的な教育方略に対して、心理学と脳神経科

学研究の文献レビューを行い、その結果に対して応用行動分析学を援用して考

察を加え、子供の学習や行動についてポジティブな成果に導くメカニズムの解

明を試みた。

Heckman,J.J. らの教育経済的研究238)に代表されるように、個人の適応を高
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表 CE活動時(教育方略)における脳内活性部位及びホルモン分泌とその効果

活動(教育方略)内容 脳内活性部位及びホルモンの分泌とその効果

Ａ
・安全な環境
・思いやりのある学校
・教師の率先垂範
・健全な人間関係
・社会性と感情の学習

・共感を育む
・目標の設定
・ロールモデル学習
・人格についての直接

教示
・ロールプレイング

オキシトシン分泌→扁桃体抑制→信頼感向上
左前頭前皮質→ポジティブ感情喚起
ミラーニューロン→共感性、心の理論
オキシトシン分泌→信頼、共感、向社会的行動増加
他者の意図推定：前頭前野内側部、上側頭溝→心の理論

前頭前野背外側部→ワーキングメモリ
感情ラベリング：扁桃体抑制→感情制御
島皮質、前帯状回、線条体→向社会的・利他的行動促進
ドーパミン分泌、線条体→やる気増加
ミラーニューロン→共感
前頭前野内側部、側頭極、側頭頭頂接合部→他者の心の推測
前頭葉→ストレス耐性改善
前頭葉→不安減少

Ｂ
・協同学習

・クラスミーティング
・努力をやり直す機会

・他者への奉仕

内側前頭前皮質、楔前部、側頭頭頂接合部→思いやり喚起
内側前頭前野、上側頭溝前部、側頭頭頂接合部→心の理論
前頭前野眼窩部→扁桃体抑制→情動抑制
線条体前部、大脳基底核→やる気
側坐核→根気
側頭頭頂接合部、島皮質→心の理論、社会的情動、共感
オキシトシン分泌→扁桃体抑制→不安緩和

Ｃ
・褒賞
・努力の賞賛

線条体→腹側被蓋野からドーパミン分泌→側坐核→喜び喚起
線条体→学業成績向上



める「非認知的能力(noncognitive abilities)」に関する多くの研究の蓄積により、

粘り強さや自制心、動機づけを育むことがその後の長期的目標や社会的成功の

達成、よりよい人生の実現につながるという解釈が示されてきている。例えば、

児童期の自己制御が、労働力の参入と雇用維持の成功の基礎となるかもしれな

いことや239)、身体的健康、物質依存、個人的財産、および犯罪結果を予測する

ことが示されたりしている240)。

子供( 3 歳～ 6 歳)の社会情動スキルが、学習レディネス(基礎的な識字、書字、
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図 ABC分析によるCEにおける道徳性育成・学校適応感向上のメカニズム

A
・核心的価値の設
　定と教示
・明確なルール
・教師の率先垂範
・人格についての
　直接教授
・社会性と感情の
　学習
・ロールモデリン
　グ　など

C
・人格に関する評
　価やフィードバ
　ック
・褒賞
・教師の生徒に対
　する態度
・努力の賞賛　な
　ど

B
・ピア・インタラ
　クティブな教育
・規律の実践
・望ましいコンピ
　テンシーと強み
　の実践
・コミュニティサ
　ービス、サービ
　スラーニング
・シェアド・リー
　ダーシップ　な
　ど

道徳的行 正の強化

動の増加
習慣化

道徳性の育成

学校適応感の向上

ポジティブ感情の喚起

学業成績向上・問題行動減少



数の概念の理解など)に大きく(R2＝.51)関連していることが明らかにされるよう

になった241)。情動と認知は、ともに行動の制御に重要な精神作用である242)。感

情制御は、児童期の健全な発達はもとより、その後の適応的な生活を支える中

核的な能力になっているのである243)。百人の子供を30年以上にわたり心理学的

に調査した研究によれば、自己回復力と自己統制力（将来の目標のために喜びを

先延ばしする能力）を持っていた人たちは、新たな環境に柔軟に対応し、困難

な状況下でも成功する資質に優れていたことが判明している244)。自己認識、自

己管理、社会的意識、人間関係能力、責任ある意思決定において子供の能力を

伸ばすことができれば、子供はより積極的な社会的行動に取り組み、不品行や

感情的苦痛を伴う問題を抱えることが少なくなり、教室での取り組みが増え、

その結果学業成績が向上するのである245)。

こうした一連の研究は、本稿での効果的な CE の教育方略のメカニズムを心

理学的に解明する手助けになった。さらに人間の道徳性に関する脳神経学的な

研究も、fMRI の開発により著しい進展を遂げてきており、その研究成果は本

稿のシステム解明の根拠を大いに補強してくれた。

これにより、学業的成功や品行改善に有効な道徳教育の方略の構造や仕組み

が、ささやかながら明らかにできたと考えられる。本研究の知見を手掛かりに

して、授業を展開したり新たな教育方略を開発することで、より実効性のある

道徳教育を進展させていくことが期待できるだろう。そのためにも、学校の教

員たちと協同して道徳教育の実践・研究に役立てていきたいと思うし、またこ

れが我が国の今後の道徳教育の構築にいささかでも貢献できればと願っている。
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